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雷上瀧類の寒冷環境と生育条件の解析





















占種Ochromonas smithii， Ochromonas itoi のOOCにおける光合成補償点を上
回っており、 この 2種が増殖できるに十分な光条件を満たしていることが判明
した。 また、 消雪期における表層土の予備培養では、 O. itoiに形態が酷似する
黄金色藻類の出現が確認され、 分子系統解析の結果からもこの藻類をO. itoiと
同定できた。 以上より、 雪上藻類は積雪のない時期は土壌中で休眠細胞の状態
で過ごし、 晩春または初夏の残雪時に休眠を解き、 遊泳細胞となり土壌から侵
出して、 温度環境が極めて安定した積雪表層で増殖すると推察した。
一一55一一
